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□本 ＝本庁舎　□松 ＝松井田庁舎　□谷 ＝谷津庁舎　□ク ＝碓氷川クリーンセンター　□ス ＝スポーツセンター

※お子さんやご家族（保護者やきょうだいなど）で7日間以内に37.5度以上の熱や咳・鼻水・下痢などの症状が
ある場合、水ぼうそうやおたふくなどの感染が疑われる場合は別の健診日に変更してください

■持 母子手帳、バスタオル、各種健康診査票、
子育て支援ノート、健やか親子21アンケート

（4か月児、1歳6か月児、3歳児）、当日尿（3
歳児のみ）、仕上げ磨き用歯ブラシ（1歳児、
1歳6か月児、2歳児、2歳6か月児、3歳児）

こども医療でんわ相談（☎♯8000）
　県は、夜間や休日におけるお子さんの病気への対処方法や、応急処置などを電話で相談できる「こども
医療でんわ相談（☎＃8000）」を実施しています。
○月～土曜日：午後6時～翌午前8時、日曜・祝日・年末年始：24時間受付

9～10月の乳幼児健診

4か月児健診
  9月26日（火）　令和5年  5月生
10月31日（火）　令和5年  6月生

8か月児健診
  9月19日（火）　令和4年12月生
10月24日（火）　令和5年  1月生

1歳児すくすく相談
  9月25日（月）　令和4年  8月生
10月30日（月）　令和4年  9月生

3歳児健診
  9月 7日（木）　令和2年  7月生
10月 5日（木）　令和2年  8月生

1歳6か月児健診
  9月13日（水）　令和4年  2月生
10月11日（水）　令和4年  3月生

2歳6か月児歯科健診
  9月21日（木）　令和3年  1月生
10月19日（木）　令和3年  2月生

2歳児歯科健診
  9月27日（水）　令和3年  7月生
10月25日（水）　令和3年  8月生

■場 安中市保健センター■時 午後1時～2時

子育て・教育 child rearing・education

インフォメーション information
人権擁護委員が
決まりました

　能登美津子さんが7月1日付け
で法務大臣からの委嘱を受け、人
権擁護委員に就任（再任）しまし
た。
　人権擁護委員は、法務大臣が委
嘱した民間のボランティアで毎月
の人権相談や啓発活動を行うな
ど、皆さんの身近な相談相手で
す。日常生活の中で、人権問題と
感じることがありましたら、お気
軽に人権相談をご利用ください。
■問 □本 市民課市民相談係

（☎内線1208）

　生活に必要な体の筋肉を動かし
体幹を鍛えることは、良い姿勢を
保ち、フレイル予防にとても重要
です。今回の講座では、筋力・体
幹を強化するための運動を紹介し
ます。ぜひご参加ください。
■日 10月13日（金）・18日（水）・30
日（月）
■時 午前10時～11時
■場 □ス 2階体操室
■対 市内在住の40歳以上の人　
※3日間参加可能な人が優先です
■内 体幹トレーニング・筋トレなど

講師
健康運動指導士　渋川貴子先生
■定 20人
■持 運動のできる服装、室内用シュ
ーズ、タオル、飲み物、ヨガマッ
ト　
※9月7日（木）午前9時から10月6
日（金）午後5時まで（定員になり
次第終了）
■申 ・■問 □本 健康づくり課保健指導係

（☎内線1174）に電話でお申し込
みください

カラダづくり講座受講者募集

令和5年度　第45回「少年の主張」安中市大会　最優秀賞作品

安中市立松井田中学校　3年　多胡　絢稀

「大好きな故郷を守るために」

　私の祖父、私の一番の理解者でいつも前向きな思
考しか持ち合わせていない人。私が何かに挑戦した
いといえば誰よりも応援してくれる人。三十四年前
に祖母と二人で始めた寿司屋は富岡市の郊外にあ
り、市街地からはかなり離れた場所にある。祖父は
寿司職人であることに誇りを持っており、お店には
祖父と話したい、祖父の寿司を食べたいという人達
でカウンターが埋め尽くされていた。賑やかで笑い
声が飛び交う店内から「美味しい」と聞こえてくる
と、私が言われたわけではないが、ニヤリと嬉しい
気持ちになったことを今でも覚えている。しかし四
年前の春、地域の人から長年愛されていたお店はの
れんをおろしてしまった。
　そんなことをふと思い出したのは、あるテレビの
報道番組を見ていた時のことだ。その番組では東京
で七十歳を超えた寿司職人が今もなお現役という特
集だった。私の祖父は当時六十五歳、この方よりも
若い。それなのになぜお店を続けることをしなかっ
たのだろうと疑問に思った。そこで理由を聞いてみ
た。すると祖父は「以前から六十五歳で引退すると
いうライフプランを立てていた」こと。「物価の高
騰」や「周辺地域の高齢化、人口の減少」の三つが
理由だったと教えてくれた。その時、人口の減少と
いう言葉を聞いて、「どうして田舎から人は出て
いってしまうのだろう。」と寂しさを感じたと同時
に「またか…」と悔しい気持ちにもなった。
　私が住んでいるこの松井田地域は以前から段々と
人口が減り、安中市と合併したが、新しい人がなか
なか入って来ない。それどころか人口は更に減り続
け、かつて松井田町内に四校あった中学校は昨年
春、一校に統合された。
　このような少子高齢化は松井田や群馬県内だけで
なく、日本全域の田舎で問題となっている。今後、
私達が大人になった時、松井田、安中はどうなって
しまうのだろうか。このまま少子高齢化問題に対し

て、指をくわえて見ていることしかできないのだろ
うか。
　そこで私は考えた。この地域で育った子どもが地
元で働き、家庭を築き、子どもを育てて人口を増や
すことが必要である。これも一つの地域への恩返
し、地域への貢献なのだと。
　私が習った国語の教科書に「不便の価値を見つめ
直す」という単元があり、その中で「不便益」とい
う言葉が出てきた。不便の中にも良い面があるとい
う意味である。
　始めにお話したように祖父のお店は不便な場所に
あったが、それでも遠方は新潟から足を運んでくだ
さるお客さんもいた。現在はICTの発達により、以
前なら都会に行かなければできなかった仕事が、地
方にいてもできるよう変化している。つまり、魅力
さえあれば、どんなに不便な場所であったとしても
人は訪れてくれるのだ。だからこそ、この地域にし
かない自然や文化、そしてお店などの魅力に地元の
人たちが気づき、県外へ発信していくことが、ひと
つの鍵なのだと私は思う。都会にはない地元の「美
しいもの、美味しいもの」、これらが、故郷で生活
する不便益なのかもしれない。
　私には将来二つの大きな夢がある。
　まず一つ目は、私の住む地域に興味を持つ県外の
人達や、就職で県外に出た人が故郷へ訪れたいと思
えるような地域をつくることだ。そして二つ目は、
祖父のように私自身も仕事に誇りを持ち、地域貢献
をしながら少子高齢化を考え、群馬県の人口を二百
万人に戻したいという夢だ。しかし、これらの夢は
私一人の力で叶えられるものではない。
　私は松井田が、群馬が大好きだ。皆さん、自分た
ちの育った故郷で過ごし、地域への恩返しをしよ
う。故郷を守っていけるのはここで育った私たちな
のだから。


